






























































































































































































































を襲撃し，浦上に引っ張られた 10 人の男の内の 1 人である。村人の心配通り藤五郎は代官所の
吟味で弓をふりあげられる前に踏絵を踏み釈放された。
















































































































































































スの名前が見受けられる。その 1 つが三浦朱門と共著の『キリシタン時代の知識人 ― 背教と殉








































で ―」（『京都外国語大学研究論叢』第 85 号，2015・7）









6 ） 遠藤周作「トマス荒木 ― 最初のヨーロッパ留学生の苦悩」（『キリシタン時代の知識人 ― 背
教と殉教』日本経済新聞社，1967・5）
7 ） 拙稿「遠藤文学における〈ペドロ岐部〉（一）―『留学』『沈黙』を中心として ―」（『遠藤
周作研究』第 8 号，2015・9）
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